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目  的

対象及び
方法

課 題 名 重症熱性血小板減少症候群患者を対象としたファビピラビルの臨床試験

研究等
の概要

重症熱性血小板減少症候群(SFTSV感染症) と確定診断された患者、又は
SFTSV感染症が強く疑われる患者を対象に、ファビピラビルの有効性及び安
全性を検討する。

SFTSV感染症と確定診断された患者、又はSFTSV感染症が強く疑われる患
者のうち、選択基準をすべて満たし、除外基準のいずれにも該当しない患者
を対象にファビピラビルを10～14日間経口投与し、その有効性及び安全性を
検討する。

判  定 承認

委員会審議 平成28年7月7日

申 請 者
東徳島医療センター

虐待防止委員会委員長
井内　新

受付番号


